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第１０回米軍経ヶ岬通信所の設置に係る安全・安心対策連絡会の概要 
 
〇開催日時 平成２８年１１月３０日（水）１３３０～１４４５ 
〇場  所 京丹後市役所峰山庁舎 ２階会議室 
〇出 席 者 【京都府】総務部副部長、丹後広域振興局企画総務部総務室長（丹後広域振興局長代理） 
      【京都府警察本部】警備部理事官（警備第一課長代理） 
      【京丹後警察署】警備課長（京丹後警察署長代理） 
      【京丹後市】副市長 
      【地域住民代表】宇川連合区長会会長 
              京丹後市区長連絡協議会会長 
              京丹後市防犯委員会会長 
              京丹後市交通安全指導員会会長 
                         京丹後市女性連絡協議会代表 
                         丹後町袖志区長 
              丹後町尾和区長 
              丹後町中浜区長 
              網野町島津連合区長 
      【米軍経ヶ岬通信所】経ヶ岬通信所司令官 
      【航空自衛隊経ヶ岬分屯基地】第３５警戒隊総務人事係長（第３５警戒隊長代理） 
      【近畿中部防衛局】企画部長、管理部長、京丹後現地連絡所長 
 
〇説明事項  

Ⅰ 経ヶ岬通信所における状況等 

（１）工事等の状況 

（２）交通事故の状況 

（３）陸上自衛隊福知山射撃場の限定使用 

Ⅱ 住民の安全・安心 

（１）交通安全への取組 

（２）交通誘導及び巡回警備 

（３）集団通勤 

（４）環境調査 

Ⅲ 日米交流及び地域振興策の状況 

（１）日米交流 

（２）生活・産業への影響に対する対策 

Ⅳ その他 

（１）航空自衛隊工事 

 

○米軍経ヶ岬通信所司令官挨拶 
・ 経ヶ岬通信所の発足から２年以上が経ったが、これまでの間、この地に何故米軍の存在が
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必要であるか、その理解と正しい認識を得るために一生懸命努めてきた。 
・ 発電機から生じる騒音を緩和するため、商用電力の導入と使用に向けて、熱心に取り組ん

でいるが、発電機の適切な維持のため、毎月特定の時間は発電機の稼働を続けていく必要が

あるということをご留意いただきたい。 
・ 安全に対して果たすべき責任について、私たちは京丹後警察署と近畿中部防衛局が定期的

に開催する運転講習会に参加し続けており、講習会に参加したことがない新しい職員が主な

対象者となるよう重点をおいている。また、職員に対して、冬季の運転は特に慎重にすべき

と指示し、スノータイヤの着用を全ての車両に義務付けている。 
・ 最後に、当施設及び職員に対して、継続してご支援いただいている皆様に改めて感謝を表

したい。私たちが主催または招待される様々なイベントは、私たちにとって非常に貴重な経

験であり、これまで築き上げた友好関係を更に積み上げていくことを楽しみにしている。 
 
〇出席者の意見等の概要 
（１）商用電力 
【意見要旨】 

・ 商用電力導入に係る現在のスケジュールを教えていただきたい。また、商用電力導入後も、

発電機を特定の時間稼働させる必要があるとのことだが、どの程度稼働させるのか。 
（京都府） 

【回答要旨】 
 ・ これまで説明しているとおり、来年秋の導入を目途にしているところ。 
 ・ 商用電力導入後の発電機の運用については、現在、お答えを持ち合わせていないため、改

めて回答したい。                         （近畿中部防衛局） 
  
（２）交通事故 
【意見要旨】 

・ 軽微か否かに関わらず、交通事故が頻発していることは重大である。交通安全講習会への

参加に加えて、日頃の運転を十分注意するようご指導いただきたい。      （京都府） 
【回答要旨】 

・ 交通安全講習会は継続して行っていく。また、日本での運転に慣れていない運転者に対し

て、どのような対策ができるか、米軍と協議をしているところであり、運転の注意点を指導

するよう求めていきたいと考えている。               （近畿中部防衛局） 
【意見要旨】 

・ 駐車場で後退している際に起こった事故が２件ある。最近は、バックカメラが搭載されて

いる車もあるので、何台の車に搭載されているか調査してみてはどうか。 （地域住民代表） 
【回答要旨】 

・ ご指摘の趣旨は理解するが、そのような機能を各人の車に搭載するか否かは個人の判断に

よるものであり、調査をお約束することはできないことをご理解願いたい。 
（近畿中部防衛局） 
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（３）福知山射撃場の限定使用 
【意見要旨】 

・ 経ヶ岬通信所の軍人と警備軍属が陸上自衛隊福知山射撃場で射撃訓練を行う件について、

京丹後市民への事前説明がない。京丹後から福知山までの人員の移動や、武器・弾薬の輸送

に係る安全対策について説明されたい。また、その対策について、着実な実行を強く要請す

る。 
（地域住民代表） 

【回答要旨】 
・ これまで当該訓練は静岡県のキャンプ富士で行っており、経ヶ岬通信所からの移動に関し

ては、従来の運用と何ら変わりないため、改めて京丹後市民にご説明することは考えていな

い。 
・ 安全対策については、人員は個々に移動するのではなく、経ヶ岬通信所からバスで移動す

ることとしており、また、弾薬の輸送は、日米合同委員会合意に基づき適切に行っている。 
（近畿中部防衛局） 

【意見要旨】 
・ 移動に際しては、交通安全を徹底していただきたい。      （京都府、京丹後市） 

【回答要旨】 
・ 福知山射撃場までの移動に関しては、京都府や福知山市からの強い要望を受け、交通安全

を徹底していく考えである。                   （近畿中部防衛局） 
 
（４）交通安全対策 
【意見要旨】 

・ 運転ミスによる交通事故が多いと感じる。特に、京丹後は路肩がない道路が多く、それが

原因で電柱や道路標識等への接触事故が起こっているのではと思料する。また、日本の交通

事情として、９０％のドライバーが信号のない交差点で一時停止をしないという事実を新聞

で目にした。運転の際にはこのような点に十分注意していただきたい。  （地域住民代表） 
【回答要旨】 

・ 信号のない交差点の通行について、前回の交通安全講習会で確実な一時停止を指導したと

ころ。今後も、ご意見を反映しながら講習会を実施して参りたい。   （近畿中部防衛局） 
【意見要旨】 

・ 冬季の交通安全対策を強化していただきたい。特に、いちがお峠は除雪がなく、凍結する

ので大変危険である。峠市道の入り口に、「通行注意」や「凍結注意」等の英語表示や通行危

険箇所の周知を米軍関係者に徹底していただきたい。峠の麓である遠下地区は道幅が狭く、

落石がある。交通安全マップに、落石に注意するよう追記し、また落石の危険性がある箇所

には看板を設置してほしい。                     （地域住民代表） 
【回答要旨】 

・ 京丹後地域では、ご指摘のとおり、除雪が行われない路線があると承知しており、京都府

及び京丹後市からも情報をいただいている。このような情報について周知を図ることは、交

通事故の未然防止につながるものと考えている。本格的な冬の到来を控え、具体的な路線名
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を確認して米側へ情報提供するとともに、注意を要する箇所や推奨ルートを記載した交通安

全マップの再確認を改めて申し入れる考え。 
・ 落石など注意を要する箇所は、京丹後市と相談しながら、可能な限り交通安全マップに反

映していきたい。                         （近畿中部防衛局） 
【意見要旨】 

・ 現在、国道１７８号線では多くの工事が行われており、住民・自衛隊・工事車両に加えて、

米軍人・軍属の通勤車両によって交通量が増えている。冬季に向けて、集団通勤の推奨や交

通安全対策の徹底をお願いしたい。                  （地域住民代表） 
【回答要旨】 

・ 集団通勤については、ワンボックスカーや乗用車の相乗りによる通勤を継続して行ってお

り、今後も引き続き取り組んで行く考えである。また、工事車両の通行については、狭隘か

つ急なカーブの区間に交通誘導員を配置するとともに、通勤・通学時間帯を避ける取組を継

続していく考えである。これから本格的な冬を迎えるので、１２月の中旬には、積雪・凍結

時の走行に重点を置いた交通安全講習会を実施する予定である。今後とも、関係機関と連携

しながら、このような各種取組を継続して参りたい。         （近畿中部防衛局） 
【意見要旨】 

・ １０月中旬に峰山の府道で起きた交通事故では、運転者は赴任後に交通安全講習会を受け

ておらず、慣れない中での事故だったと聞いた。運転に際しては、交通安全講習会の受講を

前提とされたい。                          （地域住民代表） 
【回答要旨】 

・ 当局としては、関係機関の協力を得ながら、引き続き、交通安全講習会を実施していきた

い考えであり、米側も積極的に参加していくものと認識している。しかし、交通安全講習会

は定期的に実施しているところであり、年間を通じて、全ての新しい赴任者に合わせて臨機

に開催することは、米側や関係機関の日程調整等に時間を要するため難しいことをご理解願

いたい。ご指摘の趣旨や今回の事故を教訓として、赴任と同時期に、京丹後の交通状況や過

去に発生した事故事例等を共有し、事故の未然防止に向けた更なる教育や注意喚起ができな

いか、米側に提案しているところであり、今後とも、米側と協議しながら検討を進めていき

たい。                             （近畿中部防衛局） 
【意見要旨】 

・ 前回の連絡会で、道路上の電光掲示板に気象情報や工事情報等の英語表記があると役に立

つ旨、米軍司令官から発言があったが、京都府の検討状況について具体的に説明願いたい。 
（地域住民代表） 

【回答要旨】 
・ 全ての道路掲示板で英語表示を行うことは困難であると聞いている。また、全国的に見て

も、都道府県の管理道路で英語表示を行っているものはないと認識している。その上で、通

勤経路上で英語表示が可能な道路掲示板を探したところ、国道１７８号線の丹後町竹野にあ

る掲示板のみであった。現在、この道路表示板について検討を進めているところである。 
（京都府） 
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（５）景観保護 
【意見要旨】 

・ 穴文殊周辺は、宇川が誇る景勝地である丹後松島に含まれ、古くからの信仰の場である。

米軍経ヶ岬通信所の整備に際しては、穴文殊周辺の自然と景観、住民の信仰の場の保全・保

護に十分配慮していただきたい。また、海食洞の上に設置されたトイレについて、移設を求

める声もあるので、その対応策についてご説明願いたい。       （地域住民代表） 
・ 基地のある場所は地元住民にとって大切な場所である。基地内にトイレを置かないわけに

はいかないということは、住民も十分理解していると思うが、心情を酌み取り、最大限の配

慮をお願いしたい。                           （京丹後市） 
 

【回答要旨】 
・ 経ヶ岬通信所の設置に当たっては、この地が自然公園地域に所在し、また、古くから信仰

の対象となっている旨を米側に伝えており、米側は景観等への配慮に最大限努めてきた。今

後実施されるⅡ期工事に際しても、景観等に配慮がなされるよう、所要の調整をしていく考

えである。 
・ ご指摘のトイレについては、当局も米側の協力を得て、設置状況や管理状況を確認した。

簡易トイレのように直接地面に置くものではなく、コンクリート基礎の上にコンテナを設置

した形状となっている。汚水等は、当該基礎の内部に設けられた処理槽に溜まり、外部には

流出しない構造となっている。また、米側からは、汚水は専門業者に処理を委託しており、

自らも日々見回りをして清潔を保ちながら使用していると聞いている。現在当局は、地元の

関係者に対して、今申し上げた設置状況等をお伝えしてご意見を伺いつつ、どのような対応

が可能か検討しているところである。                （近畿中部防衛局） 
・ 平成２５年９月、防衛大臣に対して行った確認・要請において、景観に十分配慮するよう

求めており、工事着工に当たって、米側にも同様に要請してきたところである。米側におい

ては、建物の配色等が景観に馴染むように配慮をされたと認識している。今後とも、景観保

全について協力を求めていく考え。                     （京都府） 
 
（６）日米交流 
 【意見要旨】 

・ 交流事業は非常に上手くいっている。資料にもあるとおり、大変和やかな雰囲気で交流会

が実施できている。国際交流協会としても日本語教室を開催したが、もっと学びたいという

方がいたので、準備を進めているところ。また、英語教室が大変好評なので、また次回開催

する際もご協力をお願いしたい。                   （地域住民代表） 
 
（７）島津地区の状況 
【意見要旨】 

・ 軍属の皆さんが島津地区で居住を開始してから、約１年になる。懸念していた住居付近で

の交通事故も、駐車場の増設によって杞憂となった。入居開始当初は、住民の間に事件・事

故に関する不安があり、緊急連絡先の配付もしたが、住民とのトラブルはこれまで一度も発
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生していない。軍属の皆さんが住む集合住宅は、集落から少し離れたところにあるので、区

民が直接出会うことはあまりないかもしれないが、それでも、町中で出会うと、彼らは率先

して笑顔で挨拶してくれる。公民館でスポーツ交流を企画し、これまで、ソフトボールとバ

スケットボールが実現した。先日のバスケットボールでは、中学生や高校生と仲良くプレー

している姿を拝見した。このほか、集合住宅内のレストランが一般に開放され、会社員や消

防団員が訪れたことや、理髪店にも固定客ができたと聞いている。これまで特段の苦情はな

く、安堵していることをご報告する。                （地域住民代表） 
 

（以上） 


